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◇憲法とは何か～国民のための憲法





　権力は暴走し、国民を踏みにじるものだからこそ、権力の縛りとしての憲法があり、どんな政権であっても憲法の枠内で政治を行うとする原理が、立憲主義。焼け跡から生まれた憲法は、前文が侵略戦争の反省と不戦の誓いを示し、戦争を違法なものとして、戦争の放棄、戦力不保持、交戦権を否認したのが９条であり、平和な戦後を築いた。





◇安倍政権の危険なねらい


　「新たな戦前」への道を開こうとするからこそ、「戦後レジュームからの脱却」をめざす。日本をアメリカと一緒に「戦争できる国」にし、大国としてリーダーシップを発揮するための手段が軍事力の向上と軍事同盟の強化。


　日本を戦争する国にするために、司令部として国家安全保障会議設置法、情報の管理・統制のための秘密保護法、戦争をすすめる計画・武器装備のための国家安全保障戦略と防衛大綱および中期防衛計画を決定し、予算もつけた。


　戦争する人づくりのために、愛国心、つくる会系教科書を押し付け、表現の自由への圧力をかけ、批判を許さない動き。





◇戦争法の危険性


　「個別的自衛権＝合憲」「集団的自衛権＝違憲」がこれまでの政府統一見解。事態対処法によって、存立危機事態への対処として、新３要件の下で集団的自衛権行使を認めるというが、新３要件はあいまいな定義で、政権の判断による。


　集団的自衛権は、軍事同盟を結んだ国が攻撃されたら、日本は攻撃されていなくても反撃を加える武力攻撃権で、うそをついても戦争したいという思い。


　戦争法の問題点は、憲法９条違反、立憲主義の破壊。


　９条による歯止めがあり、自衛隊の海外派兵でも「一発も撃たず、一人も殺さず、一人も戦死せず」だったが、活動地域、活動内容、武器使用が拡大し、戦闘現場以外なら戦闘地域にも行くことになり、治安出動・海上警備行動は、電話で閣議決定できることにしようとしている。





◇「戦争する国」づくりと明文改憲の危険性


　安倍政権自身が「日本国憲法の存在意義」と、日本国民の平和意識の高さを思い知ったからこそ、「戦争する国」づくりのゴールとして明文改憲を実現したい。


本音を示したものが自民党改憲草案であり、お試し改憲、やりやすいものから提起というものではない。





◇「戦争する国」づくりにどう立ち向かうか


　平和を求める国民の思いが、これまで共同できていなかった各層、各分野での共同、野党の共同を実現。「戦争する国」にさせないためには、この運動の維持と発展が大切。５・３憲法集会で手をつないだ野党４党首、その手を離させないのは国民の運動。


　安倍政権による憲法破壊を許さないために、武力で平和は創れないという歴史と事実に学ぶ。グローバル化し、相互依存する世界では、戦争は百害あって一利なし。国債保有の大手が中国であり、敵対はしていない。


　戦争法のたたかいで「政治を変えることが必要」、そのために「共同が必要」という共通の認識が国民の中に生まれているいま、戦争法反対で広がった運動の維持・発展が重要で、攻防の争点は７月の参議院選挙。





◇「子どもたちに平和な未来を残すのか、戦争と破壊を残すのか」


山口弁護士は、このことばで講演を終えられましたが、戦争法違憲裁判、活発化する自衛隊の勧誘、小林節さんの参議院選挙立候補声明、衆議院北海道５区補欠選挙での不公平な制約に現れた公職選挙法の「べからず集」についてなど、予定時間をオーバーして質疑応答が続きました。





    （三浦久美子・記）
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　調布九条の会「憲法ひろば」は５月14日午後、あくろすホールで１１３回例会を開催。今回は自由法曹団前事務局長で、三多摩法律事務所所属の山口真美（なおみ）弁護士（写真右上）を講師に迎え、安倍政権の危険なねらいと、「戦争法」施行下でのたたかいと課題についてお話いただきました。参加者は35人。司会は石川康子世話人（写真右下）、レポートは三浦久美子世話人が担当しました。（編集部）
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